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概要 

 第３部は、主に開発技術者を対象として、フォーマルメソッドを適用する上で技術やスキルの面

で障害となる部分で、既存の文献ではあまり扱われないものを対象に、考え方やノウハウをまとめ

る。本パートは、本文中などで示す既存の参考書を理解した上で、それらと併用して読むことを想

定する。本パートは、既存の参考書で扱われる個々の要素技術の知識を想定して、それらを基盤

とした広い視点からの技術的なノウハウや考え方などを示すものである。 
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